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温室効果ガス Ⅳ、５． 132

か 貝化石粉末 Ⅱ、２．２） 35
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褐色森林土 Ⅰ、１ 1
褐色低地土 Ⅰ、１ 1
カリ質肥料 Ⅱ、２．２） 30
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たい肥成分の測定法 Ⅳ、３．５） 128
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土壌診断とリン酸施肥の目安 表Ⅲ-1-15 71
土壌センチュウ対抗作物 Ⅲ、４．４） 93
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灰色低地土 Ⅰ、１ 1
バイオマスと窒素の動態 図Ⅲ-1-4 65
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木質混合たい肥の堆積に伴う変化 表Ⅳ-3-3 125
木質部の陽イオン交換容量 Ⅳ、１．１） 114
木炭 表Ⅱ-2-10,11 33,34
もみがらたい肥 Ⅱ、２．１） 23

ゆ 有機農産物の日本農林規格 Ⅳ、１１． 157
有機物１ｔ当たりの成分量 表Ⅱ-2-4 24
有機物１ｔ連用の放出窒素量 図Ⅱ-2-2 26
有機物施用基準-水田、輪換田 表Ⅱ-2-5 25
有機物施用基準-施設,露地,果樹,茶 表Ⅱ-2-6 25
有機物施用上の留意点 Ⅱ、２．１） 25
有機物施用による流出負荷軽減 Ⅲ、１．３） 64
有機物、土づくり肥料連用効果 表Ⅲ-1-6

表Ⅲ-1-12
63
68

有機物の施用基準 Ⅱ、２．１）
Ⅲ、１．３）

24
61

有機物の施用効果 Ⅱ、２．１） 21
有機物の施用効果 Ⅲ、１．３） 61
有機物の窒素放出（１年目　水田） 図Ⅱ-2-3 27
有機物の特性 表Ⅱ-2-2 21
有機物の連用と水稲収量 表Ⅲ-1-5 62
有機物連用田からの負荷量 表Ⅲ-1-8 65

よ 要因強度 Ⅰ、３．１） 7
要因項目 Ⅰ、３．１） 7
要素欠乏・過剰症 表Ⅲ-4-5 94
要素欠乏過剰の応急対策 表Ⅲ-4-6 97
要素欠乏、適量、過剰判定基準 Ⅳ、９． 143
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